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（４）山中 淳子氏 

社会福祉法人みのり会常務理事として、障害福祉サービス

事業所の運営とともに「障がい者が老後まで安心して暮らせ

る生活の場」づくりの実現を目指し、宮前区内で福祉と文化

の地域活動に取り組んでいる。 

社会福祉法人みのり会常務理事をしております山中と申します。 

「社会福祉法人みのり会」に耳なじみのない方が多いと思いますが、宮前平の「こばとの

家」と言うと、バザーや市民館でのコンサートを連想される方がたくさんいらっしゃいます。 

最初の出発が昭和59年で、それから30年にわたり宮前区の皆さんには大変お世話になり、

今まで支えていただき、成長させていただきました。心から感謝を申し上げたいと思います。 

社会福祉法人みのり会の歩みをご紹介します。 

昭和59年に「宮前区に福祉作業所を作る会」を発足しました。宮前平駅から徒歩３分程

のところにあった、当時のプレハブの建物を覚えていらっしゃる方もいると思います。雪が

降るとつぶれてしまいそうだと、心配された方もたくさんおいでだと思います。 

この「宮前こばとの家」は、今年３月に亡くなった梅原実さんという方が約94坪の土地

を無償で提供してくださり、川崎市からの全面的な協力のもとに開所したところです。現在

は「セルプ宮前こばと」となっており、この施設ができると同時に社会福祉法人化を目指し

ました。 

みのり会は、「障がいを持つ仲間たちが宮前区の中で『暮らす』『働く』『楽しむ』ことの

できる環境作りを進めるとともに、『老後まで安心して暮らせる地域実現』を目指していこ

う」という理念のもとに活動をしています。 

現在運営する事業をご紹介します。 

「セルプ宮前こばと」は、生活介護事業所で

す。宮崎３丁目の分場「旬彩厨房じんべい」は

馬絹の仮設の地区会館を利用しています。生活

介護事業所は、ガーデンステージ宮崎台で４月

から開所した「あーる工房」もあります。 
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宮崎６丁目の区役所の向かい側には「パン工房ひよこ」、宮崎３丁目には「陽だまり」、菅

生２丁目には「宮崎ブロッサム」という地域活動支援センターがあります。 

これらの日中支援事業所に、103人の利用者が通所されています。先程のこども文化セン

ターは０歳から18歳が対象の施設でしたが、私たちの施設は特別支援学校を卒業した18歳

から最高齢で64歳の方が利用されています。 

区内にグループホームが点在しており、現在は７か所で34人が利用されています。 

その他、宮崎台駅から徒歩３分の「地域相談支援センターポポラス」、鷺沼駅から徒歩３

分の「ヘルパーステーションらいむらいと」があります。 

「セルプ宮前こばと」では、年１回の宿泊旅行を利用者の皆さんが大変楽しみにしています。 

「セルプ宮前こばと」の分場「旬彩厨房じんべい」には、厨房作業があります。職員と調

理の得意な利用者が、法人内の地域活動支援センター３か所の昼食35食、夕方のグループ

ホーム７か所の惣菜づくりをして、各所に配達をしています。 

障害のある人が、高齢者のお宅にお弁当を配達するサービスができるようになればよいと

思っています。また、区内にたくさんある通所施設の食堂は夕方空いていることから、ひと

り暮らしの高齢の方が夕方に食事サービスを受けに来所できるような関係が今後できるの

ではないかと思い、そのような関係づくりを目指しています。 

老後まで安心して暮らせる場所として設置

をすすめてきたのが、グループホームです。

平成元年に、宮前区で初めて知的障害者の方

のグループホームを立ち上げました。当時は

「生活ホーム」という、国の制度の前に川崎

市が独自に行っていた制度を利用してスター

トしました。この段階では、「知的障害者の方

が地域に普通にアパートを利用して共同生活

を送ることは考えられない、そんなことはで

きるのか」と言われました。 

現在は、区内の不動産会社のご協力で、戸建やマンション２世帯分をお借りしてグループ

ホームを作っているところもあります。市営住宅を使用させていただいてグループホームを

設立した際は、ひとり暮らしの高齢者が多くなった市営住宅で「グループホームには夜も職

員が住んでいるのよね」と聞かれ、「自分に緊急事態があったときに、職員が救急車を呼ん

でくれるなどの協力をしてくれるとうれしい」というお話をいただいたことがあります。グ

ループホームという存在が地域に点在することで、高齢者の見守りの一助となれば、地域の

連携に障害者の果たす役割が生まれるのではないかと思います。 
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地域活動支援センターやヘルパーステーションらいむらいと、地域相談支援センターも、

それぞれの役割を持っています。 

特に「宮前ブロッサム」では、法人内グル

ープホームの清掃作業を行っています。グル

ープホームには比較的障害の重い方たちがお

住まいで、職員だけでは清掃まで手が回らな

いことがあり、宮前ブロッサムの元気な方た

ちがグループホームの清掃をして給料を得る

しくみを作っています。障害のある人たちが、

障害のある人の生活の一部を支えるしくみを

実践しているところです。 

宮前地区障害福祉サービス事業所等「まじわーる宮前」についてご説明します。 

ロビーに小さな模型がありますが、馬絹交差点に建設中の宮前地区会館が12月11日竣工

予定で、その建物内で来年１月にオープンしたいと考えています。 

交差点にある建物の中で、障害のある人とない人が共に交わって生きていきたいという思

いから、「まじわーる宮前」という名前を付けました。最初は「まじわーる」にしていまし

たが、区役所から「宮前」と付けてほしいという要望があり、この名前になりました。 

概要については、資料をご覧いただければと思います。敷地440坪、４階建てとかなり大

きな建物になります。 

「まじわーる宮前」は、まちづくりセンターの機能も兼ねています。生活支援や地域交流

事業もスタートする予定です。地域にお住まいの方と障害のある方が交流できるイベントや

学習会も、行っていきたいと思います。区民の皆さんのための地区会館も、まじわーるその

ものも宮前区の財産ですので、どうぞ皆さんであたたかく育てていただけたらありがたいと

思います。 
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その中にある「あーる工房」という生活介護事業所の「あーる」とは、フランス語で「一

人ひとりかけがいのない存在」という意味です。 

「パン工房ひよこ」も、今まで地域の皆さ

んにお世話になっていましたが、いよいよ「ベ

ーカリーカフェひよこ」として、「まじわーる

宮前」内に来年４月から移転したいと考えて

おります。地区会館に来られた方が４～５人

でちょっとお茶を飲みながら打ち合わせをし

たり、時間があり誰か話し相手が欲しいとき

には、障害のある店員が心を込めて接待をし

ていきたいと思っています。 

「まじわーる宮前」の生活支援・地域交流

事業は、区民の皆さんの「この場所でこんな

ことができたらいいね」というご意見をどん

どん出していただき、地域のまちづくりの拠

点になればうれしいです。 

また、「まじわーる宮前」では短期入所も行

う予定です。４人をお受けできるようになっ

ており、ご家族がちょっと疲れて１泊、２泊

と泊めたいときに、「どうぞ」と快くお迎えで

きればよいと思っています。 

日中一時支援事業については、通所の施設

が15～16時で終了してしまうことから、そ

の後の18～19時頃まで面倒を見てほしい

という話があります。「見てほしい」というよ

り、ご本人たちが18～19時までいても楽し

い、ここで今日もゆっくりしていたいという

思いを持って過ごしていただけないかと、現

在検討しているところです。 
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「しょうがい者サポーター」についてお話しします。 

私たちは、平成12年に川崎市から「川崎市知的障害者介護等支援サービス（ケアマネジ

メント）試行的事業」の委託を受けました。そこで、現在の相談支援事業や地域自立支援協

議会のあり方などを検討し、市に提案をさせていただきました。その際に、地域で障害のあ

る人たちが豊かに生きていくためのしくみのひとつとして考えていたのが、しょうがい者サ

ポーターです。障害のある人たちが地域でちょっと困ったときに、バッジを付けたしょうが

い者サポーターに「家に帰るのにどのバスに乗ればよいかわからないので、教えてください」

や「お金を失くしてしまい、どうすればよいですか」など声を掛けて、助けていただけるよ

うなしくみを考えました。事務局がなくなかなか推進することができなかったのですが、こ

の度新しい事業として事務局を作ることも可能になりそうな状況です。宮前区の皆さんには、

ぜひ１人でも多くサポーターになっていただければありがたいと思っています。 

最後に、地域包括ケアシステム推進事業について、自助・互助・共助だけでは生きにくい

障害のある方がたくさんおいでです。その方たちが、川崎市で、宮前区で、老後まで安心し

て暮らすためには、川崎市としてしっかりした公助のシステムを、ノーマライゼーションプ

ランのますますの充実を、心から願ってやみません。 

今日は貴重な時間をいただき、ありがとうございました。 
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